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 回答者の属性 

 

(１) 性別（問 1） 

(２) 年齢（問 2） 

  

男性
37.2%

女性
61.3%

答えたくない

1.1%

無回答
0.4%

２０歳未満
8.2%

２０歳以上３０歳未満
38.0%

３０歳以上４０歳未満
53.0%

無回答

0.8%

(N=914) 

(N=914) 
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(３) 居住区（問 3） 

 

(４) 最終学歴（問 4） 

 

 

  

門司区
7.8%

小倉北区
15.8%

小倉南区

20.6%

若松区
6.0%

八幡東区
6.1%

八幡西区
27.9%

戸畑区
15.0%

無回答

0.9%

中学校卒
2.6%

高等学校卒
26.6%

短期大学・

高等専門学校卒

8.6%

専門学校・

各種学校卒

20.4%

大学卒
35.3%

大学院卒
4.5%

その他
1.2%

無回答
0.8%

(N=914) 

(N=914) 
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 回答者の生活状況 

 

(５) 同居の状況（問 5）【複数回答】 

同居の状況は、「配偶者・パートナー」が49.8％で最も高く、次いで「子ども」39.6％、「親」32.7％とな

っている。 

 

(６) 生活費の担い手（問 6） 

生活費の担い手は、男性は「自分」が 65.0％で最も高く、次いで「親」28.5％、「配偶者・パートナー」

2.6％となっている。女性は「配偶者・パートナー」が 42.1％で最も高く、次いで「親」29.3％、「自分」

23.8％となっている。 

 

  

13.7 

49.8 

39.6 

32.7 

12.7 

3.2 

0.9 

1.5 

0.3 

0 20 40 60

ひとり暮らし

配偶者・パートナー

子ども

親

きょうだい

祖父母

その他の親族

その他

無回答

全体

(N=914)

％

65.0 

2.6 

0.0 

28.5 

0.0 

0.6 

0.3 

2.9 

0.0 

23.8 

42.1 

0.0 

29.3 

0.0 

0.0 

0.2 

4.3 

0.4 

0 20 40 60 80

自分

配偶者・パートナー

子ども

親

きょうだい

祖父母

その他の親族

その他

無回答

男性

(N=340)
女性

(N=560)

％
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(７) 近所づきあいの状況（問 7） 

近所づきあいの状況は、「会った時にあいさつ程度の付き合いがある」が 67.7％で最も高く、次いで

「まったく付き合いがない」23.9％、「何かあれば相談できる程度の付き合いがある」5.1％となっている。 

 

(８) 外出の頻度（問 8） 

外出の頻度は、「（a）仕事や学校で平日は毎日外出する」が 75.3％で最も高く、次いで「（b）仕事や学校

で週に３～４日外出する」9.8％、「（c）遊び等で頻繁に外出する」4.6％となっている。 

  

まったく付き合いがない

23.9%

会った時にあいさつ程度

の付き合いがある

67.7%

何かあれば相談できる

程度の付き合いがある
5.1%

何かにつけて、相談した

り助け合ったりして
2.6%

無回答
0.7%

75.3 

9.8 

4.6 

2.0 

4.2 

2.8 

0.5 

0.0 

0.8 

0 20 40 60 80 100

（a）仕事や学校で平日は毎日外出する

（b）仕事や学校で週に３～４日外出する

（c）遊び等で頻繁に外出する

（d）人付き合いのためにときどき外出する

（例：法事や結婚式など）

（e）ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事

のときだけ外出する

（f）ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには

出かける

（g）自室からは出るが、家からは出ない

（h）自室からほとんど出ない

無回答

全体

(N=914)

％

(N=914) 
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(９) 外出の頻度が減ってからの期間（問 8-1） 

（８）で（ｅ）～（ｈ）と回答した人に、外出の頻度が減ってからの期間を訪ねたところ、「１年以上～３年未

満」が 30.4％で最も高く、次いで「６か月未満」26.1％、「６か月以上～１年未満」14.5％となっている。 

 

(１０) あまり外出しなくなったきっかけ（問 8-2）【複数回答】 

（８）で（ｅ）～（ｈ）と回答した人に、あまり外出しなくなったきっかけを尋ねたところ、「その他」が

65.2％で最も高く、次いで「病気」23.2％となっている。 

  

６か月未満
26.1%

６か月以上～１年未満
14.5%

１年以上～３年未満
30.4%

３年以上～５年未満
13.0%

５年以上～７年未満

5.8%

７年以上

8.7%

無回答
1.4%

5.8 

1.4 

5.8 

0.0 

8.7 

8.7 

8.7 

23.2 

65.2 

7.2 

0 20 40 60 80

不登校（小学校・中学校・高校）

高校中退

大学不適応

受験失敗（高校・大学）

就職活動不調

職場不適応

人間関係の不信

〔友人・父・母・兄弟姉妹・その他の人〕

病気

その他

無回答

全体

(N=69)

％

(N=69) 
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(１１) 自分が居心地よく安心する居場所（問 9）【複数回答】 

自分が居心地よく安心する居場所は、95.1％が「自分の家」をあげている。次いで「親族などの家」

31.3％、「山や海などの自然空間に居るとき」23.0％となっている。 

 

  

95.1 

31.3 

11.9 

3.2 

0.1 

3.6 

0.9 

4.5 

9.5 

6.9 

7.2 

23.0 

5.9 

0.5 

0.9 

0 20 40 60 80 100

自分の家

親族などの家

友達の家

学校

学習塾や予備校など

習い事や運動の活動場所

地域活動をする団体（町内会、地域の

ボランティア活動等）の活動場所

市民センターや公園等の公共施設

オンライン空間（ＳＮＳやオンラインゲーム

ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ店等

商業施設等の無料で利用できる場所

山や海などの自然空間に居るとき

その他

わからない

無回答

全体

(N=914)

％
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(１２) 日ごろの悩み（問 10）【複数回答】 

日ごろの悩みは、「仕事のこと」が 46.7％で最も高く、次いで、「家計や金銭に関すること」45.5％、「家

庭や家族のこと」32.5％、「自分の将来や進路のこと」27.8％などとなっている。 

  

46.7 

7.3 

8.8 

27.8 

32.5 

2.6 

14.8 

45.5 

6.2 

19.4 

1.2 

6.0 

8.5 

6.3 

1.6 

9.6 

1.2 

0 20 40 60

仕事のこと

勉強に関すること

就職のこと

自分の将来や進路のこと

家庭や家族のこと

友人や知り合いに関すること

恋愛や結婚に関すること

家計や金銭に関すること

自分の性格に関すること

健康に関すること

性に関すること

外見や容姿に関すること

国内の政治や社会に関すること

災害や紛争など世界で起きていること

その他

特にない

無回答

全体

(N=914)

％
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(１３) 悩みや不安の相談相手【（問 10-1）【複数回答】 

悩みや不安の相談相手は、「配偶者やパートナー、恋人」が 51.5％で最も高く、次いで「母親」49.3％、

「友人や知人」38.5％となっている。 

 

 

 

  

13.1 

49.3 

51.5 

15.5 

3.2 

38.5 

2.0 

1.0 

12.6 

6.9 

3.9 

0.4 

0.4 

0.0 

2.1 

9.7 

0.6 

0 20 40 60

父親

母親

配偶者やパートナー、恋人

きょうだい

その他の親族

友人や知人

学校の先生

学校の先輩や後輩

職場の同僚

職場の上司や部下

かかりつけ医や看護師

区役所等の公的団体の職員

ＳＮＳやアプリを使った相談窓口

民間やNPOの相談窓口

（チャイルドライン北電話など）

その他

相談する人、場所がない

無回答

全体

(N=812)

％
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 就労状況について 

 

(１４) 現在の就労状況（問 11） 

現在の就労状況は、男性は「働いている（産休・育児休業中も含む）」が 88.8％で最も高く、「これまで働

いたことがない」5.6％、「以前は働いていたが、現在は働いていない」4.4％となっている。 

女性は「働いている（産休・育児休業中も含む）」が 78.9％で最も高く、「以前は働いていたが、現在は

働いていない」16.4％、「これまで働いたことがない」3.6％となっている。 

 

(１５) 就労形態（問 10-1） 

就労形態は、男性は「正社員」が 65.9％で最も高く、次いで「アルバイト・パート」16.4％、「会社などの

役員」5.4％となっている。女性は「正社員」が 51.5％で最も高く、次いで「アルバイト・パート」30.0％、

「契約社員・嘱託」6.6％となっている。 

  

88.8

4.4

5.6

1.2

78.9

16.4

3.6

1.1

0 20 40 60 80 100

働いている

（産休・育児休業中も含む）

以前は働いていたが、

現在は働いていない

これまで働いたことがない

無回答

男性

(N=340)

女性

(N=560)

％

3.8

5.4

1.3

65.9

16.4

0.9

3.2

3.2

0.0

2.8

2.1

0.9

51.5

30.0

4.5

6.6

1.1

0.6

0 20 40 60 80

自営業

会社などの役員

自営業の手伝い、自宅での内職

正社員

アルバイト・パート

派遣社員

契約社員・嘱託

その他

無回答

男性

(N=317)

女性

(N=534)

％
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(１６) 就労先での職種（問 11-2） 

就労先での職種は、男性は「技能工（職人など）や工場などの現場作業」が 18.6％で最も高く、次いで

「専門的・技術的な仕事（医師、教師、保育士など）」14.8％、「サービスの仕事（調理人、美容師、接客など）」

6.3％となっている。 

女性は「専門的・技術的な仕事（医師、教師、保育士など）」が 17.8％で最も高く、次いで「事務の仕事

（一般事務員など）」13.5％、「サービスの仕事（調理人、美容師、接客など）」12.4％となっている。 

 

  

5.0

4.7

6.3

2.5

18.6

14.8

4.4

1.3

1.9

0.0

2.2

38.2

13.5

4.5

12.4

1.9

2.2

17.8

0.9

0.4

0.0

0.2

4.5

41.8

0 10 20 30 40 50

事務の仕事（一般事務員など）

販売の仕事（小売店主、店員など）

サービスの仕事（調理人、美容師、接客など）

営業の仕事

技能工（職人など）や工場などの現場作業

専門的・技術的な仕事（医師、教師、保育士など）

運輸・通信の仕事（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ・ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱなど）

保安の仕事（警察官、消防士、警備員など）

管理的な仕事（会社役員、管理職など）

農林漁業の仕事

その他

無回答

男性

(N=317)

女性

(N=534)

％
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(１７) 1 週間あたりの就労日数（問 11-3） 

１週間あたりの就労日数は、「５日」が 32.2％で最も高く、次いで「４日」5.8％、「６日」5.7％となって

いる。 

 

(１８) 1 日当たりの就労時間（問 11-4） 

1 日当たりの就労時間は、「８時間」が 42.0％で最も高く、次いで「９時間」12.7％、「１０時間」7.3％と

なっている。 

 

  

0.5 

2.0 

3.7 

5.8 

32.2 

5.7 

1.1 

48.9 

0 20 40 60

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体

(N=754)

％

0.1 

0.4 

1.5 

4.2 

6.0 

6.1 

5.7 

42.0 

12.7 

7.3 

2.9 

3.2 

1.8 

6.0 

0 20 40 60

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間

１２時間

１３時間以上

無回答

全体

(N=754)

％
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(１９) 家を出る時間と帰宅時間（問 11-4） 

家を出る時間は、「７時台」が 38.9％で最も高く、次いで「８時台」24.4％、「６時台」9.5％となってい

る。 

帰宅時間は、「１８時台」が 28.4％で最も高く、次いで「１９時台」18.4％、「２０時以降」17.6％となって

いる。 

 

  

0.0 

0.4 

0.0 

0.7 

2.5 

9.5 

38.9 

24.4 

7.0 

2.9 

0.9 

0.5 

0.7 

0.3 

0.4 

1.9 

2.0 

0.8 

0.4 

0.4 

5.4 

0.3 

0.3 

0.1 

0.4 

0.3 

0.4 

0.7 

0.1 

0.5 

0.5 

0.5 

0.7 

1.2 

0.7 

2.8 

5.2 

15.3 

28.4 

18.4 

17.6 

5.7 

0 20 40 60

１時台

２時台

３時台

４時台

５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時以降

無回答

家を出る時間

(N=754)

帰宅時間

(N=754)

％
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(２０) 年収（問 12） 

① 男性 

男性本人の年収は、「３００万円台」が16.2％で最も高く、次いで「５００万円台」14.4％、「４００万円台」

14.1％となっている。 

男性配偶者の年収は、無回答が 48.8％、「収入はない」が 15.9％で、「１００万円台」8.2％、「３００万

円台」7.6％となっている。 

 

 

  

6.2

4.4

5.3

5.0

7.4

16.2

14.1

14.4

8.2

4.7

4.4

9.7

15.9

0.6

4.4

8.2

4.1

7.6

5.9

3.2

0.6

0.3

0.3

48.8

0 20 40 60

収入はない

５０万円未満

５０万円～１００万円未満

１００万円台

２００万円台

３００万円台

４００万円台

５００万円台

６００万円台

７００万円台

８００万円以上

無回答

男性本人
(N=340)

配偶者
(N=340)

％
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② 女性 

女性本人の年収は、「２００万円台」が 18.4％で最も高く、次いで「１００万円台」14.6％、「３００万円台」

14.5％、「収入はない」が 12.5 となっている。 

女性配偶者の年収は、無回答が 44.1％、「４００万円台」が 11.4％で、「５００万円台」10.4％、「３００万

円台」10.0％となっている。 

 

 

  

12.5 

4.1 

10.9 

14.6 

18.4 

14.5 

8.4 

4.5 

1.6 

0.2 

0.2 

10.2 

6.4 

0.5 

0.4 

1.1 

3.9 

10.0 

11.4 

10.4 

4.8 

2.9 

4.1 

44.1 

0 20 40 60

収入はない

５０万円未満

５０万円～１００万円未満

１００万円台

２００万円台

３００万円台

４００万円台

５００万円台

６００万円台

７００万円台

８００万円以上

無回答

女性本人
(N=560)

配偶者
(N=560)

％
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(２１) 就労に対する考え（問 13） 

働くことに対する考えは、男性は「収入を得るために働くのは当然」が 64.7％で最も高く、次いで「収入

を得るためにやむをえないが、できれば働きたくない」42.0％、「社会貢献や自己実現のためにも働くの

は当然」30.6％となっている。 

女性は「収入を得るために働くのは当然」が 56.9％で最も高く、次いで「収入を得るためにやむをえな

いが、できれば働きたくない」50.0％、「社会貢献や自己実現のためにも働くのは当然」26.8％となって

いる。 

 

 

 

  

30.6

64.7

42.0

6.3

1.6

1.3

26.8

56.9

50.0

5.6

2.4

1.5

0 20 40 60 80

社会貢献や自己実現のためにも働くのは当然

収入を得るために働くのは当然

収入を得るためにやむをえないが、

できれば働きたくない

働きたくない

その他

無回答

男性

(N=317)

女性

(N=534)

％
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 結婚や家庭のことについて 

 

(２２) 結婚の状況（問 14） 

現在、結婚（事実婚も含む）しているかでは、男性は「結婚している」が 43.5％で最も高く、次いで「交際

をしたことがない」20.6％、「交際相手はいない」20.0％、「交際相手がいる」14.4％となっている。 

女性は「結婚している」が 49.5％で最も高く、次いで「交際相手がいる」15.9％、「交際をしたことがな

い」14.6％、「交際相手はいない」13.9％となっている。 

 

  

43.5 

1.2 

14.4 

20.0 

20.6 

0.3 

49.5

5.2

15.9

13.9

14.6

0.9

0 20 40 60

結婚している

離婚・死別した

交際相手がいる

交際相手はいない

交際をしたことがない

無回答

男性

(N=340)

女性

(N=560)

％
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(２３) 出会いのきっかけ（問 14-1）【複数回答】 

（２２）で「交際相手はいない」、「交際したことがない」と回答した人以外に、交際のきっかけを尋ねたと

ころ、「仕事先（ｱﾙﾊﾞｲﾄ含む）で知り合った」が 29.7％で最も高く、次いで「学校で知り合った」24.9％、

「友人や親族に紹介された」21.0％となっている。 

 

  

24.9 

8.9 

29.7 

4.0 

21.0 

3.5 

6.1 

8.5 

0.7 

0.9 

3.6 

2.4 

0 20 40

学校で知り合った

共通の趣味や習い事等で知り合った

仕事先（ｱﾙﾊﾞｲﾄ含む）で知り合った

職場の上司や同僚から紹介された

友人や親族に紹介された

幼なじみや近所だった

ＳＮＳを通じて知り合った

マッチングアプリで知り合った

結婚相談所を通じて知り合った

婚活パーティーなどで知り合った

その他

無回答

全体

(N=752)

％
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(２４) 結婚観（問 14-2） 

（２２）で「結婚している」と回答した人以外に、結婚観を尋ねたところ、男性は「いずれは結婚したい」が

40.8％で最も高く、「わからない」18.8％、「結婚するつもりはない」15.2％、「できるだけ早く結婚した

い」14.1％となっている。 

女性は「いずれは結婚したい」が 38.1％で最も高く、「できるだけ早く結婚したい」18.0％、「わからな

い」17.6％、「結婚するつもりはない」16.5％となっている。 

 

 

  

14.1

40.8

15.2

18.8

11.0

18.0

38.1

16.5

17.6

9.7

0 10 20 30 40 50

できるだけ早く

結婚したい

いずれは結婚したい

結婚するつもりはない

わからない

無回答

男性

(N=191)

女性

(N=278)

％
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(２５) 結婚をしていない理由（問 14-3）【複数回答】 

（２２）で「結婚している」と回答した人以外に、結婚をしていない理由について尋ねたところ、「適当な人

に巡り会わない」が 35.4％で最も高く、次いで「自由な生活や気楽さを失いたくない」26.2％、「趣味や

好きなことを楽しみたい」22.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.4 

9.6 

10.5 

26.2 

22.2 

19.9 

12.8 

1.5 

15.1 

14.9 

10.5 

15.5 

0 20 40

適当な人に巡り会わない

相手とうまく付き合えない

仕事や勉強に打ち込みたい

自由な生活や気楽さを失いたくない

趣味や好きなことを楽しみたい

収入が少ない

結婚資金が貯まっていない

親や周囲が同意してくれない

まだ若いから

結婚願望がない

その他

無回答

全体

(N=477)

％
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(２６) 結婚したい人が結婚するために必要なこと（問 15） 

結婚したい人が結婚するために必要なことは、「就職して安定した収入を得ること」が 40.0％で最も高

く、次いで「仕事と子育てなど両立できる社会環境になること」25.4％、「暮らしやすい環境が整っている

こと」18.7％となっている。 

 

 

 

  

40.0 

6.5 

18.7 

1.6 

2.7 

5.1 

25.4 

3.8 

2.1 

0 20 40 60

就職して安定した収入を得ること

若者に結婚や子育てに関心を持ってもらうこと

暮らしやすい環境が整っていること

民間企業が出会いの場を提供するなど結婚の支

援をすること

行政や地域が出会いの場を提供するなど結婚に

向けた支援をすること

事実婚や同性婚などの多様な結婚観が

認められること

仕事と子育てなど両立できる

社会環境になること

その他

無回答

全体

(N=914)

％
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 出産や子育てについて 

 

(２７) 出産に対する考え（問 16）【複数回答】 

出産に対する考えについて尋ねたところ、「赤ちゃんが誕生することに喜びを感じる」が 69.9％で最も

高く、次いで「家族が増えることがうれしい」61.4％、「妊娠中のつわりや、産む時の痛みがある」34.8％

となっている。 

 

  

69.9 

61.4 

21.2 

10.8 

1.9 

19.3 

34.8 

18.1 

8.4 

2.5 

7.2 

2.2 

3.0 

0 20 40 60 80

赤ちゃんが誕生することに喜びを感じる

家族が増えることがうれしい

出産は、女性にしか体験できない

すばらしいものである

出産は、自然なことである

出産についての知識があり、不安はない

不妊について不安や心配がある

妊娠中のつわりや、産む時の痛みがある

妊娠中や出産後に、女性の容姿が

変化する

妊娠や出産のことを知らないので、

イメージがわかない

赤ちゃんに接したことがないので、

イメージがわかない

関心がない

その他

無回答

全体

(N=914)

％



【18 歳～39 歳の男女】 

210 
 

(２８) 不妊治療のための医療機関受診について（問 17） 

子どもができにくい場合に、不妊治療のための医療機関を受診することについては、「受診したい（し

た）」が 46.1、「わからない」が 36.8％、「受診しない（しなかった）」12.9％となっている。 

(２９) 子どもの人数（問 18） 

子どもの人数は、「０人」が 29.8％で最も高く、次いで「２人」18.1％、「１人」16.1％となっている。 

 

  

０人
29.8%

１人
16.1%

２人

18.1%

３人
6.1%４人

1.3%

５人以上
0.3%

無回答
28.3%

受診したい（した）
46.1%

受診しない

（しなかった）
12.9%

わからない

36.8%

無回答
4.3%

(N=914) 

(N=655) 
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(３０) 希望する子どもの人数と予定している子どもの数（問 19） 

希望する子どもの数は、「２人」が 45.6％で最も高く、次いで「３人」24.3％、「1 人」8.9％となってい

る。 

実際に予定している子どもの数は、「無回答」が 48.4％を占める中、「２人」が 26.5％、次いで「１人」

10.0％、「３人」8.6％となっている。 

 

(３１) 希望する子どもの人数より実際に予定している子どもの人数が少ない理由（問 19-1）【複数回答】 

（３０）で希望する子どもの人数より実際に予定している子どもの人数が少ない人に、その理由を尋ねた

ところ、「子育てにお金がかかるから」が 68.6％で最も高く、次いで「子育ての身体的な負担が大きいか

ら」36.1％、「子育ての精神的な負担が大きいから」30.4％となっている。 

 

  

36.1 

30.4 

16.0 

68.6 

12.9 

12.4 

4.6 

4.6 

19.1 

13.4 

4.6 

0 20 40 60 80

子育ての身体的な負担が大きいから

子育ての精神的な負担が大きいから

配偶者や周りのサポートが少ないから

子育てにお金がかかるから

家族の仕事や先行きに不安があるから

年齢的な理由で臨んでいないから

健康上の理由で望んでいないから

自分のやりたいことができなくなるから

社会がどうなるかわからず、生まれてくる

子どもの将来が不安だから

その他

無回答

全体

(N=194)

％

7.3 

8.9 

45.6 

24.3 

2.7 

1.5 

9.6 

4.4 

10.0 

26.5 

8.6 

1.5 

0.7 

48.4 

0 20 40 60

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

希望する子どもの人数

(N=914)
予定する子どもの人数

(N=914)

％
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(３２) 「共育て」の推進に必要なこと（問 20） 

男女がともに子育てをしていく、いわゆる「共育て」の推進のために必要なことは、「育児に関連する休

暇・休業制度を利用しやすい職場環境を整備すること」が 46.2％で最も高く、次いで「夫婦の間で十分に

話し合い、家事などを分担すること」44.1％、「労働時間短縮や育児に関する休暇・休業制度を普及させる

こと」42.1％となっている。 

 

 

 

  

22.4 

44.1 

21.1 

42.1 

4.5 

46.2 

3.6 

3.7 

0 20 40 60

「男は仕事、女は家庭」など性別による固定

的な役割分担の意識を改めること

夫婦の間で十分に話し合い、家事などを

分担すること

家事や育児を男女で分担するような育て方

や教育をすること

労働時間短縮や育児に関する休暇・休業制

度を普及させること

仕事と家庭の両立などの問題について

相談できる窓口を設けること

育児に関連する休暇・休業制度を

利用しやすい職場環境を整備すること

その他

無回答

全体

(N=914)

％
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 生活への満足度 

 

(３３) 生活満足度（問 21） 

今の生活への満足度を尋ねたところ、「どちらかと言えば満足している」が 42.3％で最も高く、「満足し

ている」25.7％を合わせた『満足』の割合は 68.0％となっている。 

 

 

満足している

25.7%

どちらかと言えば満足し

ている
42.3%

どちらとも言えない
19.5%

どちらかと言えば満足し

ていない
7.2%

満足していない
4.2%

無回答
1.1%

(N=914) 


